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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成23年3月31日(2011.3.31)

【公開番号】特開2010-42274(P2010-42274A)
【公開日】平成22年2月25日(2010.2.25)
【年通号数】公開・登録公報2010-008
【出願番号】特願2009-232410(P2009-232410)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２０　

【手続補正書】
【提出日】平成23年2月15日(2011.2.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の入賞口が設けられた遊技領域を有した遊技盤および前記遊技領域内に遊技球を打
ち出す遊技球発射装置を備え、前記遊技球発射装置から発射された遊技球を前記入賞口に
入賞させる遊技を行うように構成され、前記複数の入賞口として、特別遊技の実行のため
の抽選を行わせるために設けられた始動入賞口と、遊技球が入賞し易くなる状態と遊技球
が入賞し難くもしくはできなくなる状態とを可変設定可能な可変入賞口とを備えてなる弾
球遊技機であって、
　図柄変動表示が可能な図柄表示装置と、
　前記図柄表示装置において図柄変動表示を行う演出パターンを複数記憶している演出パ
ターン記憶手段と、
　前記始動入賞口への遊技球の入賞に応じて特別遊技を実行するか否かの抽選を実行する
抽選手段と、
　前記抽選手段による抽選結果に対応して前記演出パターン記憶手段に記憶されているい
ずれかの前記演出パターンを設定する演出設定手段と、
　前記演出設定手段により設定された演出パターンを用いて前記図柄表示装置に図柄を変
動表示させた後に停止表示させる図柄変動過程の表示を制御する図柄制御手段と、
　前記図柄制御手段による前記図柄変動過程の表示を制御し、前記図柄表示装置に予め定
められた当たり図柄を停止表示させ、前記可変入賞口を入賞し易くなる状態とする特別遊
技を行わせる特別遊技実行手段とを備えた弾球遊技機において、
　前記図柄表示装置において当たり図柄が停止表示されるために、前記図柄制御手段によ
る前記図柄変動過程の表示制御において実行すべき表示態様およびその実行条件を指定す
る表示態様指定条件を記憶した条件記憶手段と、
　前記条件記憶手段に記憶された前記表示態様指定条件を前記図柄表示装置に提示する条
件提示手段と、
　前記抽選手段による抽選結果が特別遊技を実行するという結果である場合に、前記条件
提示手段により提示された前記表示態様指定条件を満足する図柄変動過程の表示を行わせ
た後に前記当たり図柄を停止表示するように、図柄変動過程の表示制御を行なわせる条件
実行手段とを備え、
　前記図柄表示装置における前記当たり表示が停止表示される部分において図柄の変動表
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示を行わせるとともにこの図柄の変動が停止したときに当たり図柄が停止表示される可能
性があることを示すリーチ演出パターンが、前記演出パターンとして前記演出パターン記
憶手段に記憶されており、
　前記リーチ演出パターンが、前記表示態様指定条件を構成する前記実行すべき表示態様
として前記条件記憶手段に記憶されていることを特徴とする弾球遊技機。
【請求項２】
　前記当たり表示が停止表示される部分において変動表示される図柄が左図柄、中図柄お
よび右図柄から構成され、前記当たり図柄が前記左図柄、中図柄および右図柄が同一の図
柄で停止表示される構成であり、
　前記リーチ演出パターンが、前記左図柄、中図柄および右図柄のいずれか二つの図柄が
同一の図柄で停止表示されて残りの一つの図柄が変動表示される状態となる演出を行うよ
うに構成されており、前記残りの一つの図柄の変動により図柄の変動表示の後に当たり図
柄が停止表示される可能性があることを示すことを特徴とする請求項１に記載の弾球遊技
機。
【請求項３】
　前記条件提示手段による前記表示態様指定条件の提示が、前記始動入賞口への連続する
複数回の遊技球の入賞に対して表示される複数回の前記図柄変動過程に跨って行われるこ
とを特徴とする請求項１もしくは２に記載の弾球遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　このような目的達成のため、本発明に係る弾球遊技機は、複数の入賞口が設けられた遊
技領域を有した遊技盤および前記遊技領域内に遊技球を打ち出す遊技球発射装置を備え、
前記遊技球発射装置から発射された遊技球を前記入賞口に入賞させる遊技を行うように構
成され、前記複数の入賞口として、特別遊技の実行のための抽選を行わせるために設けら
れた始動入賞口と、遊技球が入賞し易くなる状態と遊技球が入賞し難くもしくはできなく
なる状態とを可変設定可能な可変入賞口とを備えてなる弾球遊技機であって、図柄変動表
示が可能な図柄表示装置と、前記図柄表示装置において図柄変動表示を行う演出パターン
を複数記憶している演出パターン記憶手段と、前記始動入賞口への遊技球の入賞に応じて
特別遊技を実行するか否かの抽選を実行する抽選手段と、前記抽選手段による抽選結果に
対応して前記演出パターン記憶手段に記憶されているいずれかの前記演出パターンを設定
する演出設定手段と、前記演出設定手段により設定された演出パターンを用いて前記図柄
表示装置に図柄を変動表示させた後に停止表示させる図柄変動過程の表示を制御する図柄
制御手段と、前記図柄制御手段による前記図柄変動過程の表示を制御し、前記図柄表示装
置に予め定められた当たり図柄を停止表示させ、前記可変入賞口を入賞し易くなる状態と
する特別遊技を行わせる特別遊技実行手段とを備えて構成される。さらに、前記図柄表示
装置において当たり図柄が停止表示されるために、前記図柄制御手段による前記図柄変動
過程の表示制御において実行すべき表示態様およびその実行条件を指定する表示態様指定
条件を複数記憶した条件記憶手段と、前記条件記憶手段からいずれかの前記表示態様指定
条件を選択する条件選択手段と、前記条件選択手段により選択された前記表示態様指定条
件を前記図柄表示装置に提示する条件提示手段と、前記抽選手段による抽選結果が特別遊
技を実行するという結果である場合に、前記条件提示手段により提示された前記表示態様
指定条件を満足する図柄変動過程の表示を行わせた後に前記当たり図柄を停止表示するよ
うに、図柄変動過程の表示制御を行なわせる条件実行手段とを備え、前記図柄表示装置に
おける前記当たり表示が停止表示される部分において図柄の変動表示を行わせるとともに
この図柄の変動が停止したときに当たり図柄が停止表示される可能性があることを示すリ
ーチ演出パターンが、前記演出パターンとして前記演出パターン記憶手段に記憶されてお
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り、前記リーチ演出パターンが、前記表示態様指定条件を構成する前記実行すべき表示態
様として前記条件記憶手段に記憶されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　なお、好ましくは、前記当たり表示が停止表示される部分において変動表示される図柄
が左図柄、中図柄および右図柄から構成され、前記当たり図柄が前記左図柄、中図柄およ
び右図柄が同一の図柄で停止表示される構成であり、前記リーチ演出パターンが、前記左
図柄、中図柄および右図柄のいずれか二つの図柄が同一の図柄で停止表示されて残りの一
つの図柄が変動表示される状態となる演出を行うように構成されており、前記残りの一つ
の図柄の変動により図柄の変動表示の後に当たり図柄が停止表示される可能性があること
を示す。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　さらに好ましくは、前記条件提示手段による前記表示態様指定条件の提示が、前記始動
入賞口への連続する複数回の遊技球の入賞に対して表示される複数回の前記図柄変動過程
に跨って行われる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
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